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抱
私たち

  負
20人の

Ⓐ丹波に住んで

(生まれて)よかっ

たと実感できる地

域づくりを！ ( 市

民満足度の向上 )

Ⓑバイクツーリン

グ

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策 (53) ／青垣町西芦田／②

Ⓐ防災・減災対策

や産業振興等に取

り組み、安心・安

全のまち、活力あ

るまちづくり、開

かれた議会、議会

改革等を進める。

Ⓑ将棋、俳句、ス

ポーツ観戦

藤
ふじわら

原　 悟
さとる

  (69) ／山南町谷川／④

Ⓐ可能な限り市民

の皆様とお出会い

し、ご意見やご要

望をお聴きする事

に徹したい。ま

た、議員としての

質の向上を目指し

たい。

Ⓑ読書と書道

須
す は ら

原　弥
や よ い

生 (58) ／市島町下竹田／②

Ⓐ人口減少対策と

して子育て施策、

高齢者福祉に力を

入れたい。また、

市民サービスと福

祉の向上、市政に

市民の声が反映さ

れるように力を

尽くしたい。Ⓑス

ポーツ観戦、ソフ

トテニス

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  (71) ／山南町和田／③

Ⓐ市民の声を市政

に届け、願いを実

現するために力

を尽くすこと。ま

た、市政を厳しく

チェックし、市民

に信頼される市政

を実現したい。Ⓑ

小旅行、映画鑑賞

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏 (73) ／春日町東中／⑤

Ⓐ市民の声を市政

に届けるパイプ役

として、市役所の

無駄を減らしなが

らも市民が満足で

きるような民間目

線の行政改革を進

めます。Ⓑテニス、

人間観察、考える

こと

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介 (43) ／山南町南中／①

Ⓐわかりやすい議

会運営と情報開示

による、公正で

信頼される市政に

是々非々で、誠実

に勇気をもって行

動します。

Ⓑスポーツ観戦

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行 (69) ／氷上町石生／⑤

 ニュートラル（代表）

Ⓐ「丹波市に住ん

でいて良かった、

丹波市に住んでみ

たい」と実感でき

る活力と魅力ある

丹波市を目指し、

先例にとらわれな

い議員活動を行っ

てまいります。Ⓑ

ひなびた温泉めぐ

り

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二 (64) ／氷上町石生／①

Ⓐ災害から市民の

生命財産を守る事

は市の責務であ

る。国の国土強靭

化法を活用し「安

全・安心」な丹波

市をめざしたい。

Ⓑツーリング

垣
かきうち

内　廣
ひろあき

明 (72) ／山南町池谷／④

Ⓐ市民の声を大切

に声なき声を市政

に届ける住民福祉

の向上と安全安心

な暮らしが基本

であり次世代へ

つなぐ協議の場を

政策提言する。Ⓑ

スポーツ／音楽／　

子供と遊ぶこと

太
お お た

田　一
いっせい

誠 (59) ／青垣町小倉／③

Ⓐ38 年間の商工

行政経験を活か

し、丹波市の産業

振興に努力しま

す。商業・工業・

観光業はもとより

農産品の丹波ブラ

ンド化にも尽力し

たいと考えていま

す。Ⓑ居合道

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正 (60) ／柏原町柏原／①

Ⓐ初心を忘れるこ

となく丹波市発展

のため、子どもや

孫たちの未来のた

めに頑張ってまい

ります。

Ⓑ下手なゴルフ、

家庭菜園

太
お お た き い ち ろ う

田喜一郎 (68) ／氷上町西中／⑤

Ⓐ将来に借金を残

さない市民目線の

提言や、多様化す

る時代にスピード

感と独自性のある

提案が出来る議員

をめざしていきま

す。Ⓑ DIY や ア

ウトドア、旅行

吉
よしづみ

積　 毅
つよし

 (57) ／氷上町成松／②

Ⓐ引き続きブログ

や SNS による発

信に取り組むとと

もに、市民目線で

活発に政策討論が

なされる議会に向

けて改革に尽くし

ます。Ⓑ読書／映

画鑑賞

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦 (56) ／春日町中山／②

Ⓐ経済、教育、農

林の分野に力を入

れていきたい。市

民の皆様の声を聴

き代弁できる最も

身近な議員として

頑張りたい。

Ⓑお散歩

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  (43) ／氷上町賀茂／②

Ⓐ前期に引き続き

医療・介護・福祉

の課題を見極め、

課題解決に取り組

みます。また、子

育て世代の声を聴

き、子育て支援に

取り組みます。

Ⓑ茶道・華道

広
ひ ろ た

田まゆみ (65) ／柏原町柏原／②

第５期市議会議員を会派ごとにご紹介いたし

ます。

　 は、各会派の代表を示しています。

は、どの会派にも属さない議員のこ

とです。

( 代表 )

Ⓐ老人会やＰＴＡ

役員など小グルー

プでの対話会を行

い、様々な意見を

お聞きし市民に寄

り添った議員活動

を行います。

Ⓑ農業

近
こんどう

藤　憲
の り お

生 (59) ／春日町棚原／② 大
おおにし

西ひろ美
み

(59) ／氷上町柿柴／②

Ⓐ市民の「安心・

安全で生き生きと

した生活」を負託

されていることを

認識し、「住み良

い丹波市」を目

指します。Ⓑイン

ターネットで情報

検索

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  (63) ／市島町市島／②

Ⓐ一期に引き続

き、地域力再生。

特に「周辺地域に

もっと光を」を

テーマに活動した

い。

Ⓑ特になし

渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸 (69) ／市島町下竹田／②

Ⓐ笑顔の時が増え

ることを願い、誰

もが安心して暮ら

せる丹波市、誰も

が住み良い丹（ま

ごころ）のまちを

目指し取り組みま

す。Ⓑ絵や花、空

の鑑賞

 日本共産党議員団（代表） 公明党（代表）

 丹新会（代表）

 無会派  新風クラブ（代表）

 創生会（代表）

[掲載項目 ]

Ⓐ議員の抱負

Ⓑ趣味

を掲載してい
ます♪

氏名 ( 年齢 ) ／出身地域／①

※丸印は、当選回数です。

無会派

年齢及び会派構成は、
令和３年２月22日時
点のものです。
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市 議 会 の 構 成

常任委員会 議会運営 特別委員会

本会議

委員長     吉積　  毅

副委員長 西脇　秀隆

委員

小川　庄策
足立　嘉正
酒井　浩二
前川　進介
小橋　昭彦
大西ひろ美
山名　隆衛
須原　弥生

民
みんせい

生産
さんけん

建常　任
委員会

委員長 山名　隆衛

副委員長 小川　庄策

委員 議長を除く全議員

予
よさん

算決
けっさん

算 常　任
委員会

その他

議
ぎいん

員総
そうかい

会

氷上多可衛生事務組合議会議員

丹波市都市計画審議会委員

丹波篠山市清掃センター環境保全委員会委員

審議会等
監査委員 垣内　廣明

 議選監査委員

※令和2年12月14日から選任

予算、決算に関する事項

議
ぎかい

会運
うんえい

営委員会

委員長 太田喜一郎

副委員長 須原　弥生

委員

     西本　嘉宏
     奥村　正行
     吉積　  毅
     太田　一誠
     近藤　憲生

※太田一誠委員は、令和 2 年 12 月
14 日から選任

本会議の運営、会議規則・委員会条例、
議会改革の推進に関する事項など

総
そうむ

務文
ぶんきょう

教常　任
委員会

委員長 近藤　憲生

副委員長 谷水　雄一

委員

西本　嘉宏
奥村　正行
垣内　廣明
太田　一誠
太田喜一郎
渡辺　秀幸
広田まゆみ

総務、行政改革、地域づくり、生涯
学習、財政、税、教育など

戸籍、防災、環境衛生、健康、福祉、
国保、介護保険、農業、商工業、観光、
道路、河川、都市計画、上下水道など

広
こうほうこうちょう

報広聴委員会

委員長 広田まゆみ

副委員長 前川　進介

委員

小川　庄策
西脇　秀隆
谷水　雄一
太田　一誠
須原　弥生

議会広報紙の編集、市民との意見交
換会の企画立案のほか広報広聴に関
する事項

市政の重要事項の協議、議会活動、議会運
営などの調整、議員研修に関する事項

市政の重要事項について合意形成を図る場

議会構成の調整、会派間の意見調整など

政策討論会の議事決定・運営の協議など

各常任委員会の所管に関する重要事項の協
議に関すること

幹
かんじかい

事会

政
せいさくとうろんかい

策討論会

会
かいはだいひょうしゃかいぎ

派代表者会議

常
じょうにんいいんきょうぎかい

任委員協議会

議長　藤原　悟　　副議長　小橋　昭彦

小川、足立、前川、大西、近藤、
渡辺（※各地域から１名）

藤原、小橋、近藤、吉積（※正副
議長、総務文教・民生産建常任委員長）

藤原、吉積、西脇
（※議長、民生産建
正副委員長）

論点！
ココがギロンの

12
月・
１月議会

「
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
」見
直
し
へ

　○委託先を社会福祉協議会から、タクシー事業者などの民間輸送会社に変更する。

　○対象者を障がい者と要介護 2 以上（現行要介護 3 以上）にする。

　○利用回数の上限を設定する。

　○利用時間を拡大する。( 土日祝日も運行 令和３年 4 月１日から 8:30 ～ 17:00)

　○現行の無料を乗車 1 回につき 500 円 ( 自己負担額 ) にし、旧町域を越える場合は

　　500 円加算とする。※通院利用は加算なし。

　　※ただし、令和 3 年 4 月１日から令和 6 年 3 月 31 日までは乗車１回につき

　　300 円とする。

主  な  変  更  点

なぜ、「おでかけサポート事業」が、利用者負担なしから有料になるのか。

他の福祉サービス事業も利用者負担を１割としていることが理由です。

乗車１回につき 500 円というのは高すぎないか。

市内タクシーの乗車平均運賃が約 5,000 円のため、その 1 割の 500 円としました。なお、

激変緩和措置として 3 年間は乗車１回につき 300 円とします。

答

問

12
月
定
例
会
・
１
月
臨
時
会
予
算
の
流
れ

即決：本会議で提案された議案を、委員会付託を省略して採決すること。

本
会
議
（
補
正
8
号
・
９
号
提
案
）

・
補
正
８
号
（
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
）

・
補
正
９
号
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
）

本
会
議
（
補
正
９
号
：
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
補
正
９
号
：
審
査
→
可
決
）

本
会
議
（
補
正
９
号
：
委
員
長
報
告
・
採
決
→
可
決
）

本
会
議
（
補
正
10
号
：
提
案
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

・
補
正
10
号
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

と
市
民
生
活
支
援
の
商
品
券
交
付
事
業
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
補
正
10
号
：
審
査
→
否
決
）

本
会
議
（
補
正
10
号
：
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
→
補
正
10
号
否

決
／
補
正
11
号
提
案
）

・
補
正
11
号
（
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
）

臨
時
会
（
補
正
12
号
：
提
案
）

・
補
正
12
号
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
）

12/14　　

　

12
月
定
例
会
・
１
月
臨
時
会
で

は
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
「
総

額
12
億
７
８
０
１
万
円
」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
第
８
号
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
、
第
９

号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
、
第
10
号
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
と

市
民
生
活
支
援
の
商
品
券
交
付
事

業
、
第
11
号
感
染
症
拡
大
防
止
協

力
金
、
第
12
号
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
対
す

る
補
正
予
算
で
す
。

　

第
10
号
は
19
日
本
会
議
に
お
い

て
、
賛
成
９
反
対
９
の
可
否
同
数

で
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

　

1
月
25
日
第
１
１
４
回
臨
時

会
、
一
般
会
計
補
正
予
算
第
12
号

は
、
1
月
19
日
本
会
議
で
否
決
さ

れ
た
第
10
号
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
が
再
提
案
さ
れ
即
決
と
な

り
全
会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

12/18　　12/23　　12/25　　1/12　　
1/15
1/181/19　　1/25　　

答

問

答

問 市内タクシーの乗車平均運賃が約 5,000 円は、旧町域外も利用した平均運賃ではないか。

制度変更後、3 年間の実施状況をよく評価・検討していきます。

↑
即
決

し
、
可
決
　

※予算の審議・審査を行った本会議・委員会のみ掲載しています。

↑
即
決
し
、
可
決
　

↑
即
決
し
、
可
決
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反対の主な意見 論点 賛成の主な意見

公約で判断していない。 「５万円」公約

「全市民に 5 万円還元」は、
公平性や地域経済の活性化
が期待できないために反対で
あったが、「商品券２万円を
希望者のみに配布」は現実的、
合理的で賛成する。

必要とされているところに届
けるべき。

本当に困っている人への支援
と費用対効果

本当に困っている人への支援
は理想的だが、年度内に間に
合わず、国に対して交付金の
返還が必至となるため、それ
らは次の臨時交付金で対応す
べき。

柔軟かつ弾力的な財政運営
を。

財政運営
丹波市は財源に余裕はあり、
緊急事態の今こそ使うべき。

市長の想いだけで財源すり替
えを行ってはいけない。

一度は議決された水道基本料
金免除の財源の組み替え

議会軽視だが公平性が向上す
る修正なので了承する。

ど う だ っ た ! ?
　 　 　 ２ 万 円 商 品 券

　つかエール・ささエール商品券交付事業

　（生活応援商品券交付事業）

　「使ってもらう」×「地域経済を支える」×「応援」

　行政から市民へ「使うこと」への支援を、

　市民から事業者へ「地域経済を支える」ということを、

　市民が一丸となって応援（エール）する。

　■ 1,329,481 千円（国庫：579,861 千円）

　・対象者：全市民

　　　　　　（令和３年１月１日現在に住民基本台帳に記録されている者）

　・交付額：対象者 1 人につき２万円
否
　
決

「
５
万
円
」
公
約

財
政
運
営

一
度
は
議
決
さ
れ
た
水
道

基
本
料
金
免
除
の
財
源
の

組
み
替
え

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
支
援
と
費
用
対
効
果

提案された事業の内容 このページは、議

員が行った討論を

もとに、論点項目

を絞り、賛成と反

対の主な意見をま

とめています。

　

賛
成
の
主
な
意
見

・「
全
市
民
に
5
万
円
還
元
」

は
公
平
性
や
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
で
き
な
い
た
め

に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
一
度

掲
げ
た
公
約
を
で
き
る
限
り

実
現
し
よ
う
と
す
る
の
は
政

治
家
の
基
本
で
あ
り
、
職
員

と
話
し
合
う
中
で
現
実
的

な
「
商
品
券
2
万
円
を
希
望

者
の
み
に
配
布
」
に
調
整
し

た
点
は
一
定
の
評
価
を
す
べ

き
。

・
そ
も
そ
も
市
長
公
約
と
議

案
審
議
を
分
け
て
考
え
て
い

る
。

・
も
し
議
案
に
で
は
な
く
林

市
長
に
Ｎ

Ｏ
を
突
き
つ
け
た

の
で
あ
れ
ば
、
議
案
否
決
と

同
時
に
市
長
に
対
し
て
不
信

任
決
議
も
出
す
べ
き
。

　

反
対
の
主
な
意
見

・
２
万
円
商
品
券
交
付
事
業

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
有
効
か

つ
効
果
的
か
ど
う
か
。
公
約

違
反
の
是
非
で
判
断
し
て
い

な
い
。

・
公
約
あ
り
き
で
は
な
い
か
。

　

賛
成
の
主
な
意
見

・
過
去
に
実
施
し
た
商
品
券
の
効
果
か
ら
も
地
域
経
済
の
活
性

化
が
期
待
で
き
る
説
明
が
当
局
か
ら
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

え
ぐ
地
域
経
済
に
貢
献
で
き
る
。

・
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
こ
そ
手

厚
い
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と
の
考
え
も
わ
か
る
が
、
今
か

ら
予
算
化
し
て
も
年
度
内
に
間
に
合
わ
ず
、
国
に
対
し
て

3
億
5
千
万
円
の
交
付
金
の
返
還
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ

れ
ら
は
次
の
臨
時
交
付
金
で
対
応
す
べ
き
。

・
今
回
の
商
品
券
は
「
受
け
取
ら
な
い
」
選
択
肢
が
あ
り
、困
っ

て
い
な
い
人
が
辞
退
で
き
る
制
度
設
計
が
公
平
性
を
高
め
た
。

　

反
対
の
主
な
意
見

・
商
品
券
が
大
手
企
業
に
多
く
使
わ
れ
、
市
内
の
建
設
業
、
飲

食
業
な
ど
の
零
細
企
業
に
行
き
渡
ら
な
い
。
ま
た
、
医
療
関

係
者
、
子
育
て
支
援
な
ど
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
届

け
る
べ
き
だ
。
市
が
こ
れ
ま
で
に
商
工
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
関
係
機
関
か
ら
調
査
さ
れ
実
施
し
よ
う
と
し
て
き
た
対
策

事
業
計
画
を
実
施
す
べ
き
だ
。

・
先
の
特
別
定
額
給
付
金
６
３
６
３
１
人
中
、
辞
退
は
15
人
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
困
っ
て
い
な
い
人
が
受
け
取
ら
な
い
と

は
言
い
難
い
。

・
３
億
５
千
万
円
を
国
に
返
す
の
で
は
な
く
、
制
度
設
計
が
不

十
分
な
も
の
を
し
っ
か
り
と
制
度
と
し
て
進
め
る
べ
き
。

　

賛
成
の
主
な
意
見

・
丹
波
市
は
総
務
省
が
指
導

す
る
財
源
を
上
回
っ
た
貯
蓄

が
あ
り
、
財
政
状
況
は
良
好

で
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
の
財

源
は
元
々
コ
ロ
ナ
対
策
に
充

て
た
財
源
の
組
み
替
え
で
あ

り
、
緊
急
事
態
の
今
こ
そ
使

う
べ
き
だ
。

　

反
対
の
主
な
意
見

・
交
付
金
、
財
政
調
整
基
金

を
、
こ
こ
で
一
気
に
使
っ
て

し
ま
っ
て
、
今
後
の
対
応
は

で
き
る
の
か
。
緊
急
事
態
宣

言
下
、
そ
の
他
4
波
、
自
然

災
害
な
ど
ど
う
や
っ
て
財
政

運
営
し
て
い
く
の
か
。
柔
軟

か
つ
弾
力
的
な
財
政
運
営
を

危
機
管
理
の
視
点
で
行
う
べ

き
だ
。

　

賛
成
の
主
な
意
見

・
議
会
に
相
談
な
く
財
源
を

組
み
替
え
た
こ
と
は
議
会

軽
視
で
大
変
憤
り
を
感
じ
た

が
、
委
員
会
で
の
質
疑
、
議

論
を
し
て
い
く
中
で
、
一
律

平
等
で
は
な
く
困
っ
て
い
る

人
に
こ
そ
手
厚
い
支
援
を
す

る
公
平
性
が
向
上
す
る
修
正

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
、

了
承
す
る
。

　

反
対
の
主
な
意
見

・
感
染
症
対
策
と
し
て
の
手

洗
い
推
奨
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

の
影
響
か
ら
、
少
し
で
も
家

計
を
支
え
る
目
的
で
議
論
の

末
に
可
決
し
た
。
２
万
円
の

商
品
券
交
付
事
業
の
財
源
に

す
り
替
え
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修
の
費

用
（
１
１
０
万
円
）
を
市
長

の
想
い
だ
け
で
破
棄
す
べ
き

で
は
な
い
。
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‼
反
対
‼

討
論
要
旨

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

8
※討論要旨は、当日行われた討論をもとに議員自身が要約して記載しています。

見
え
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
へ
の
備
え
と
し
て
財
源
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
13
億
余

り
が
必
要
な
今
回
の
提
案
に

は
反
対
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

否
決
に
よ
り
交
付
金
財
源

約
３
億
５
千
万
を
国
庫
に
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
執
行
が
遅

く
な
る
点
も
、
非
常
に
難
し

い
判
断
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
の

審
査
の
過
程
で
、
今
後
補
正

予
算
提
案
さ
れ
れ
ば
か
な
り

の
財
源
は
確
保
可
能
で
あ
り

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
も
実
施

で
き
る
と
の
答
弁
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
こ
の
判
断
は
将
来

の
丹
波
市
と
し
て
正
し
い
決

断
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

一
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
会

派
と
し
て
も
長
い
時
間
を
か

け
調
査
、
議
論
を
し
て
真
摯

に
検
討
し
た
結
果
で
あ
り
ま

す
。
以
上
の
判
断
に
よ
り
本

議
案
を
反
対
し
、
反
対
討
論

と
し
ま
す
。

　

今
回
の
議
案
は
公
約
で
の

提
案
内
容
の
変
更
と
は
捉
え

ず
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で

の
提
案
と
考
え
慎
重
に
判
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
で
全
員

に
行
う
給
付
等
は
国
が
行
う

取
組
み
と
さ
れ
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
は
、「
地

域
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
地
域
独
自
の
取
組
を
支
援
」

と
さ
れ
市
民
に
寄
り
添
っ
た

提
案
が
出
来
ま
す
。
今
は
丹

波
市
民
の
必
要
と
さ
れ
て
い

る
実
態
に
即
し
た
支
援
で
の

対
応
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

強
制
的
に
送
り
付
け
な
い

申
請
に
よ
る
引
き
換
え
方
法

は
、
先
の
10
万
円
特
別
定
額

給
付
金
支
援
に
お
い
て
も
全

市
民
６
３
６
３
１
人
中
、
辞

退
は
15
人
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、
支
援
が
必
要
な
方
に
だ

け
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
自
然
災
害
や
終
息
が

 
反   
対

　 　  

吉よ
し
づ
み積 

　
毅
つ
よ
し 

議
員

 
賛   
成

　　
 

前ま
え
が
わ川 

進し
ん
す
け介 

議
員

 
賛
　
成

　　
     

西に
し
わ
き脇 

秀ひ
で
た
か隆 

議
員

く
考
え
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。

財
政
的
に
も
十
分
可
能
な
提

案
で
、
地
域
経
済
も
よ
く
し

て
い
く
提
案
で
す
。

　

丹
波
市
の
令
和
元
年
度
一

般
会
計
決
算
は
12
億
円
の
黒

字
、
財
政
調
整
基
金
55
億
円
、

地
域
振
興
基
金
42
億
円
、
庁

舎
整
備
事
業
基
金
22
億
円
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
貯

金
を
し
て
き
た
丹
波
市
の
財

政
の
姿
で
す
。
昨
年
度
決
算

に
お
い
て
、
基
金
額
比
率
と

将
来
負
担
比
率
の
関
係
分
布

図
を
み
て
も
、
年
々
「
財
政

状
況
が
よ
い
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
福
祉
や
サ
ー
ビ
ス

に
十
分
に
力
を
入
れ
、
貯
金

も
す
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
か
ら
み
て

も
十
分
可
能
で
あ
り
、「
２
万

円
商
品
券
支
給
」
は
コ
ロ
ナ

禍
の
市
民
へ
の
大
き
な
激
励

で
す
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団
を
代

表
し
て
、
賛
成
の
立
場
か
ら

討
論
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
「
２
万

円
の
商
品
券
」
は
、「
５
万
円

還
元
」
の
公
約
を
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
に
耳

を
傾
け
、
庁
舎
内
の
関
係
者

と
相
談
し
て
提
案
し
ま
し
た

と
市
長
は
説
明
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
丹
波

市
政
は
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
」

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
林
市
長
支
持

理
由
の
１
番
目
が
「
ゴ
ミ
袋

半
額
」
と
い
う
こ
と
に
表
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
２
万
円
の
商
品

券
」
は
、
コ
ロ
ナ
で
苦
し
ん

で
い
る
市
民
、
暗
い
世
情
に

市
と
し
て
の
精
一
杯
の
支
援

策
の
１
つ
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
へ
の
大
き

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

今
回
の
商
品
券
支
給
は
「
受

け
取
ら
な
い
」
と
い
う
選
択

肢
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
よ  

反
　
対

　　

  

太お

お

た

き

い

ち

ろ

う

田
喜
一
郎 

議
員

　

市
の
財
政
状
況
は
、
単
年
度

で
令
和
4
年
度
以
降
収
支
不

足
と
な
り
令
和
10
年
度
ま
で

に
累
計
33
億
５
千
万
円
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

市
の
財
政
力
指
数
は
０
．
４
３

と
財
政
力
が
弱
く
、
国
や
県
に

依
存
す
る
割
合
が
高
い
財
政

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
調

整
基
金
の
残
高
見
込
み
も
、
今

回
の
第
10
号
補
正
後
の
残
高

見
込
み
が
約
40
億
円
、
令
和
3

年
度
末
見
込
み
が
約
25
億
円

と
大
き
く
減
少
し
て
い
く
。
今

た
く
さ
ん
基
金
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
大
丈
夫
で
は
な
い
。

い
つ
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
市
は
財
政
調
整
基
金
の
残

高
を
45
億
円
以
上
と
決
め
管

理
を
し
て
い
る
。

　

私
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

林
市
長
自
身
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
財
政
運
営
と
し
て
は

厳
し
い
状
況
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
の
丹
波
市
を
支
え
る
世

代
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
ず
、

財
政
的
に
も
「
帰
っ
て
こ
い

よ
」
と
い
え
る
財
政
運
営
に

取
り
組
む
と
発
言
さ
れ
て
い

る
。
に
も
拘
ら
ず
2
万
円
の

商
品
券
を
全
市
民
に
配
れ
ば

多
額
の
一
般
財
源
が
支
出
さ

れ
、
財
政
が
厳
し
く
な
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
す
る
。

　

今
は
、
職
場
や
家
庭
や
人

の
集
ま
る
所
等
で
感
染
症
予

防
対
策
を
進
め
、
飲
食
店
や

出
入
り
業
者
、
そ
の
他
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
等
に
支
援

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
議
会

で
十
分
に
議
論
し
議
決
し
た

水
道
料
金
減
免
事
業
も
何
の

相
談
も
な
く
反
故
に
す
る
の

は
議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。

廃
止
す
れ
ば
シ
ス
テ
ム
改
修

費
３
０
０
万
円
が
無
駄
に
な

る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
も
進
み

減
免
で
き
る
体
制
が
で
き
て

い
る
の
で
粛
々
と
実
施
す
る

べ
き
で
あ
る
。
庁
舎
整
備
統

合
事
業
に
お
い
て
も
凍
結
す

れ
ば
次
世
代
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
議
案
第
2
号
及
び
第
3
号

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
反

対
す
る
。   

賛   

成

 　　

    

近こ
ん
ど
う藤 

憲の

り

お生 

議
員 

　

一
つ
に
２
号
議
案
を
否
決

す
る
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

の
予
算
執
行
に
大
き
な
遅
れ

が
生
じ
、
医
療
従
事
者
を
優
先

す
る
準
備
事
務
が
進
め
ら
れ

な
く
な
り
市
民
福
祉
の
増
大
、

安
心
安
全
を
提
供
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
二
つ
に
国
庫
金
約

３
億
５
千
万
円
を
国
に
返
還

す
る
こ
と
と
な
り
、
三
つ
に
今

回
の
交
付
が
商
品
券
に
な
り

地
域
経
済
の
再
活
性
化
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
。
四
つ

に「
選
択
で
き
る
事
業
で
あ
り
、

私
は
２
万
円
を
辞
退
し
ま
す

が
、
２
万
円
を
貰
う
と
非
常
に

助
か
る
。
と
い
う
市
民
が
お
ら

れ
る
限
り
可
決
し
て
頂
き
た

い
」
と
の
ご
意
見
を
市
民
の
方

か
ら
頂
い
た
こ
と
。
五
つ
に
選

択
肢
の
件
は
、
市
長
の
判
断
で

な
く
職
員
の
提
案
で
あ
り
市

長
は
そ
の
提
案
を
素
直
に
聞

き
入
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
今
ま
さ
し
く
市
役
所

は
市
長
と
職
員
が
一
つ
に
な

り
一
体
感
を
感
じ
ま
し
た
。
今

回
の
議
案
に
対
し
「
公
約
違
反

だ
」と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
林
市
長
は
「
市
長
と
市

役
所
職
員
の
意
思
疎
通
不
足

解
消
」
も
公
約
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
公
約
実
現
に
向
か
う
こ

と
が
ダ
メ
だ
と
い
う
の
な
ら
、

そ
れ
こ
そ「
市
民
不
在
の
市
政
」

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
丹
波
市
議
会

は
委
員
会
制
を
採
用
し
て
お

り
、
委
員
会
と
本
会
議
で
の
議

員
の
表
決
は
一
致
す
る
の
が

一
般
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

考
え
を
改
め
て
自
身
の
考
え

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

私
も
以
前
、
委
員
会
で
賛
成

し
、
本
会
議
で
反
対
し
た
と
い

う
経
験
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に

勇
気
の
い
る
決
断
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、丹
波
市
の
こ
と
、

丹
波
市
民
の
こ
と
を
全
体
的

に
評
価
し
判
断
し
た
結
果
で

あ
り
、
議
会
と
し
て
意
思
決
定

に
間
違
い
は
な
か
っ
た
と
言

え
ま
す
。
今
振
り
返
る
と
、
そ

の
決
断
が
で
き
た
自
分
自
身

に
誇
り
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

治
家
は
公
約
を
掲
げ
選
挙
に

挑
み
、
当
選
後
は
そ
の
公
約
を

果
た
そ
う
と
尽
力
す
る
も
の

で
あ
り
、
林
市
長
の
公
約
を
目

指
す
姿
勢
に
は
問
題
を
感
じ

な
い
。
林
市
長
の
あ
の
選
挙
戦

の
や
り
方
の
是
非
を
問
う
な

ら
私
は
「
非
」
だ
。
し
か
し
私

は
そ
の
選
挙
手
法
と
議
案
の

内
容
を
分
け
て
考
え
、
議
案
が

市
民
に
与
え
る
利
点
を
冷
静

に
精
査
し
て
、
そ
の
賛
否
を
考

え
て
い
る
。
し
か
し
反
対
派

は
そ
こ
を
混
同
さ
れ
て
い
る
。

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
煽
り
に
乗

せ
ら
れ
て
か
、
選
挙
の
影
響
で

感
情
論
の
対
立
あ
り
き
で
話

を
進
め
、
あ
る
意
味
全
国
区
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
丹
波
市
の

恥
の
上
塗
り
だ
。
議
案
の
内
容

で
は
な
く
、
市
長
そ
の
も
の
に

Ｎ

Ｏ

を
突
き
つ
け
て
い
る
な

ら
丹
波
市
政
の
捩ね

じ

れ
を
生
む

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
4

年
間
の
丹
波
市
政
は
空
転
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
市
民
が

望
む
政
治
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
否
決
を
す
る
な
ら
ば

同
時
に
不
信
任
決
議
を
出
し
、

市
長
を
失
職
に
追
い
や
る
か
、

我
々
議
会
を
解
散
さ
せ
ら
れ

る
か
し
て
、
改
め
て
選
挙
を

以
っ
て
民
意
を
問
う
べ
き
だ
。

　

私
が
賛
成
す
る
理
由
は
5
つ
。

①
「
庁
舎
整
備
事
業
基
金
」

の
取
り
崩
し
が
な
く
、
若
者

世
代
へ
の
負
担
増
を
避
け
ら

れ
た
か
ら
／
②
新
た
に
「
庁

舎
整
備
事
業
基
金
」
に
積
立

予
定
だ
っ
た
予
算
を
商
品
券

に
充
当
す
る
の
は
、
庁
舎
建

設
反
対
の
民
意
を
反
映
し
た

筋
の
通
っ
た
話
だ
か
ら
／
③

希
望
者
の
み
受
け
取
ら
れ
る

選
択
制
を
設
け
た
こ
と
で
、

一
律
平
等
で
は
な
く
、
公
平

に
近
づ
い
た
か
ら
（
一
律
平

等
の
水
道
基
本
料
免
除
よ
り

も
良
策
）
／
④
現
金
で
は
な

く
「
地
域
通
貨
」
と
な
っ
た

こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し

て
い
る
地
域
経
済
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
か
ら
／
⑤
否

決
す
る
と
国
に
3
億
5
千
万

円
近
く
を
返
還
せ
ざ
る
を
得

ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
か
ら
／

　

反
対
派
か
ら
は
公
約
あ
り

き
で
話
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
か
ら
反
対
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
政

※討論要旨は、当日行われた討論をもとに議員自身が要約して記載しています。
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私
た
ち
20
人
の

抱
負

市
議
会
構
成

ギ
ロ
ン
の
論
点

ど
う
だ
っ
た
！？

２
万
円
商
品
券

賛
成
‼
反
対
‼

討
論
要
旨

賛
成
‼
反
対
‼

討
論
要
旨

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

10
※討論要旨は、当日行われた討論をもとに議員自身が要約して記載しています。

感
染
予
防
は
、
全
市
民
の
方

に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

商
品
券
２
万
円
の
内
１
万
円

は
感
染
予
防
対
策
や
水
道
料

金
の
一
部
に
、
あ
と
１
万
円

は
今
後
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ

ス
ク
に
怯
え
な
が
ら
生
活
さ

れ
る
訳
で
す
か
ら
そ
の
対
応

が
必
須
で
す
。

市
が
一
括
購
入
し
て
市
民
の

み
な
さ
ま
へ
配
布
す
る
こ
と

は
、
昨
年
３
月
４
月
な
ら
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
今
は
市
内

に
衛
生
商
品
が
潤
沢
に
あ
り

ま
す
の
で
、
一
度
に
大
量
に

購
入
さ
れ
れ
ば
商
品
不
足
も

困
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
期
間

内
で
は
あ
り
ま
す
が
必
要
な

品
を
必
要
な
時
に
ぜ
ひ
市
内

で
購
入
し
て
い
た
だ
く
商
品

券
も
ア
リ
で
は
な
い
で
す
か
、

と
説
明
さ
せ
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
日
の
報
道
で
も
、
変
異
ウ

イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

正
に
第
３
波
真
っ
た
だ
中
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
市
民
の
み
な

さ
ん
に
は
コ
ロ
ナ
リ
ス
ク
へ

の
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
防

止
を
お
願
い
し
、
議
員
各
位

の
賛
同
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
丹
波
市
の
コ
ロ
ナ

対
策
…
ど
う
で
し
た
か
？
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
よ
か
っ

た
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

結
果
と
し
て
同
じ
で
も
他
市

で
「
絶
賛
」
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
丹
波
市
で
は
ど
う

で
し
た
か
？
昨
年
４
月
５

月
で
は
対
応
へ
の
認
識
が
甘

か
っ
た
…
と
い
う
内
容
の
発

言
が
あ
っ
た
ほ
ど
、
丹
波
市

は
何
も
か
も
が
後
手
後
手
で

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
丹
波
市
へ
の
信
頼
度
は
低

下
し
心
が
離
れ
て
い
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

他
市
で
評
価
さ
れ
た
水
道
料

の
減
免
に
つ
い
て
も
や
っ
と

こ
の
２
月
３
月
で
し
た
。

み
な
さ
ん
「
遅
い
遅
い
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
す
か
？
今
回
の
補
正
予
算

を
私
な
り
に
ど
う
市
民
の
み

な
さ
ん
に
説
明
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
る
と
、
コ
ロ
ナ
感

染
へ
の
リ
ス
ク
の
対
象
は
全

市
民
で
す
。

 

賛
　
成

　    

小お

が

わ川 

庄
し
ょ
う
さ
く策 

議
員

 
反
　
対

　　
 

須す

は

ら原 
弥や

よ

い生 
議
員

 
反
　
対

　　
     

小こ

ば

し橋 
昭あ
き
ひ
こ彦 
議
員

要
と
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

丹
波
市
の
財
政
調
整
基
金
は

40
億
円
と
な
り
、
来
年
度
末

に
は
25
億
円
ま
で
減
少
す
る

想
定
で
す
。
こ
れ
は
市
が
目

標
と
し
て
い
る
45
億
円
を
大

き
く
下
回
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
で
は
今
後
の
感
染
症

や
水
害
等
の
際
に
、
緊
急
的

に
対
応
す
る
余
裕
が
あ
る
か

不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

３
点
目
は
施
策
の
費
用
対

効
果
で
す
。
事
業
目
的
の
一

つ
め
「
市
民
生
活
の
支
援
」

の
観
点
か
ら
は
、
本
来
で
あ

れ
ば
本
当
に
困
っ
て
い
る
人

に
届
く
よ
う
な
施
策
が
望
ま

し
い
。
た
と
え
ば
お
子
様
一

人
に
つ
き
3
万
円
を
給
付
す

る
形
で
あ
れ
ば
、
財
政
を
痛

め
る
こ
と
も
な
く
、
生
活
支

援
が
特
に
必
要
と
推
測
さ
れ

る
子
育
て
世
帯
に
届
き
ま
す
。

事
業
目
的
の
二
つ
目
「
地
域

活
力
の
再
活
性
化
」
に
つ
い

て
も
、
建
設
業
や
飲
食
業
な

ど
特
に
困
っ
て
い
る
事
業
者

に
支
援
が
届
く
手
法
が
望
ま

し
い
。
昨
年
実
施
し
て
好
評

だ
っ
た
事
業
者
支
援
制
度
の

再
実
施
が
効
果
的
と
考
え
ま

す
。

　

大
き
く
３
つ
の
理
由
か
ら
、

本
議
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

　

理
由
の
１
点
目
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
の
優
先
度
の
問
題
で

す
。
市
は
11
月
に
国
に
対
し

て
臨
時
交
付
金
の
申
請
を
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
計

画
さ
れ
つ
つ
、
商
品
券
交
付

事
業
を
優
先
し
て
制
度
設
計

が
進
ん
で
い
な
い
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
に
は
、
第
三
波
の
さ

な
か
で
求
め
ら
れ
て
い
る
事

業
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
強
化
や
子

育
て
環
境
の
安
心
に
つ
な
が

る
事
業
な
ど
で
す
。
今
回
の

補
正
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ら
の
感
染
症
対
策
関
連
事
業

を
優
先
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

　

理
由
の
２
点
目
は
、
財
政

の
健
全
性
低
下
に
よ
る
危
機

管
理
能
力
の
喪
失
が
心
配
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
商

品
券
交
付
事
業
に
は
、
少
な

く
と
も
7
億
円
以
上
に
の
ぼ

る
丹
波
市
独
自
の
財
源
を
必  

賛
　
成

　　

  

大お
お
に
し西
ひ
ろ
美み 

議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
当

に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ

の
施
策
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
・
福

祉
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
方
々
へ
の
慰
労
金
も
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
提
案
を
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

中
の
市
民
の
生
活
安
定
へ
の

支
援
と
し
て
、
効
果
的
か
ど
う

か
と
い
う
視
点
で
考
え
ま
し

た
。
新
市
長
の
公
約
と
は
区
別

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

財
源
と
し
て
、
突
然
水
道
基
本

料
金
免
除
を
相
談
な
く
取
り

下
げ
、
こ
の
事
業
に
充
て
ら
れ

た
こ
と
に
は
大
変
憤
り
を
感

じ
、
議
案
に
反
対
と
考
え
る
方

向
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
委
員
会
で
の
質
疑
・

議
論
を
き
く
な
か
で
、
悩
み
な

が
ら
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
全
市
民
を
対

象
と
し
て
お
り
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
支
援
と
は
違

う
よ
う
に
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

子
育
て
世
代
、
非
正
規
雇
用

の
方
、
雇
止
め
を
受
け
た
方
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
考
え

ま
す
が
、
こ
の
対
象
者
の
線

引
き
が
大
変
難
し
い
現
状
も

今
回
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
こ
の
事
業
で
は
、

商
品
券
を
不
要
と
思
わ
れ
る

方
は
拒
否
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
公
平
性
に
つ
な
が
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
金
で
は
な
く
商
品

券
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

元
の
経
済
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
今
反
対
し
こ
れ

が
否
決
さ
れ
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
支
援
が
遅
れ

る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
有

事
の
際
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が

特
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
今

回
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

は
、
3
月
末
ま
で
に
事
業
化

し
な
く
て
は
、
活
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
の

提
案
と
考
え
、
ベ
ス
ト
で
は

な
い
が
ベ
タ
ー
な
施
策
と
い

う
考
え
に
至
り
、
賛
成
い
た

し
ま
す
。   

反
　
対

 　　

    

谷た
に
み
ず水 

雄ゆ
う
い
ち一 

議
員 

　

私
は
、
危
機
管
理
の
視
点
か

ら
反
対
し
ま
す
。
危
機
管
理
と

は
、「
大
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
や
、
不
測
の
事
態
に
迅
速
、

的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う
事

前
に
準
備
し
て
お
く
諸
政
策
」

で
す
。
こ
の
2
万
円
交
付
事
業

に
は
、
市
の
財
源
の
他
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

が
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で

に
制
度
設
計
が
終
わ
っ
て
い

る
も
の
や
半
ば
に
予
定
さ
れ

て
い
た
予
算
も
こ
ち
ら
に
充

当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
の
制
度
目
的
は
、「
地
方

公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要

な
事
業
を
実
施
」
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
現
在
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
、
時
短
要
請
に

応
じ
た
企
業
に
は
、
1
日
6
万

円
が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

1
日
6
万
円
は
多
い
と
も
少

な
い
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
全
国

一
律
1
日
6
万
円
は
、
都
市
部

と
地
方
で
は
物
価
、
家
賃
、
人

件
費
だ
け
み
て
も
こ
の
金
額

が
適
切
な
の
か
ど
う
か
難
し

い
か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
市
は
、
こ
の
制

度
目
的
に
照
ら
し
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
決
め
細
や
か
に

必
要
と
さ
れ
る
企
業
や
市
民

を
支
援
す
る
事
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
・
県
の
様
々
な
交
付
支
援

事
業
要
綱
か
ら
外
れ
た
所
へ

届
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
国
か
ら
地
方
へ
の
承
認
・

交
付
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
補
完
や
隙
間
を
埋
め

る
に
は
、
ま
ず
は
市
の
財
源
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

今
こ
の
予
算
規
模
の
1
事
業

を
執
行
す
る
こ
と
が
本
当
に

妥
当
か
。
第
3
、
4
波
へ
の
備

え
、
そ
の
他
の
災
害
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
財
政
運
営
が

必
要
で
す
。

　

同
議
案
に
含
ま
れ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
は
、
第
一
号
法

定
受
託
事
務
及
び
地
方
財
政

法
第
10
条
5
号
を
根
拠
に
、
必

ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
約
束

さ
れ
て
お
り
、
丹
波
市
の
今
後

の
財
政
運
営
を
考
え
、
反
対
で

す
。

事
が
、
正
に
コ
ロ
ナ
対
策
だ
と

思
い
ま
す
。

・
そ
し
て
3
点
目
は
、
昨
年
9

月
定
例
議
会
に
お
い
て
水
道

基
本
料
金
2
ヵ
月
分
を
免
除

し
て
、
市
民
の
生
活
安
定
の
支

援
を
す
る
と
し
て
、
議
会
で
も

議
決
し
、
シ
ス
テ
ム
改
修
も
ほ

ぼ
終
了
し
た
こ
の
時
に
中
止

を
す
る
の
は
、
予
算
執
行
の
在

り
方
と
し
て
問
題
で
は
な
い

か
。
市
長
は
2
万
円
の
商
品
券

を
交
付
す
る
こ
と
と
重
複
す

る
と
考
え
中
止
し
た
、
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
が
、
議
決
案
件
を

安
易
に
撤
回
す
る
の
は
如
何

な
も
の
か
、
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
感
染
拡
大
を
抑

え
る
た
め
に
も
、
手
洗
い
、
水

洗
い
の
徹
底
を
市
民
の
皆
様

に
ご
協
力
し
て
頂
く
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
大
切
な
取
組
み

と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

今
回
の
補
正
予
算
に
対
し
て

は
反
対
と
判
断
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
第
2
号
及
び
議
案
第

3
号
に
つ
い
て
反
対
の
立
場

で
討
論
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
議
案
の
論
点
は

様
々
、
混
在
し
て
お
り
、
大

変
難
し
い
判
断
と
な
り
ま
し

た
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
し
て
い
る

中
で
2
万
円
商
品
券
交
付
が

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
有
効

か
、
と
い
う
の
が
1
点
。
市

民
の
方
か
ら
は
、
給
付
し
て

頂
け
た
ら
あ
り
が
た
い
が
、

生
活
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
や

本
当
に
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
支
援
す
べ
き
で
は
、
と
の

声
が
多
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
有
効
に
活

用
で
き
て
い
る
か
最
後
ま
で

疑
問
が
残
り
ま
し
た
。

・
2
点
目
と
し
て
、
2
万
円
商

品
券
交
付
事
業
に
よ
り
、
本

来
、
必
要
と
し
て
予
定
し
て

い
た
交
付
金
活
用
事
業
が
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、

と
危
惧
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
し
っ
か
り
す
す
め
る

※討論要旨は、当日行われた討論をもとに議員自身が要約して記載しています。

賛成 ! ! 反対 ! ! 討論要旨賛成 ! ! 反対 ! ! 討論要旨
こ
ち
ら
か
ら
討
論

の
録
画
映
像(

全

文)

を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

こ
ち
ら
か
ら
討
論

の
録
画
映
像(

全

文)

を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 
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ココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。自由なテーマで疑義を質（ただ）しま

す。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

 

持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
維
持
を

前
提
に
、
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
課
題
解
決
に

向
け
て
何
が
で
き
る
か
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
山
南
中
央
公
園

山
南
中
央
公
園
の

和
田
中
学
校
跡
地

へ
の
移
転
に
つ
い
て
、
校

舎
を
残
す
な
ど
地
元
の
意

向
も
組
み
入
れ
、
立
派
な

新
公
園
の
実
現
を
す
べ
き

だ
。

新
公
園
に
つ
い
て

は
令
和
6
年
度
中

の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

地
元
と
も
協
議
を
行
っ
て

い
る
最
中
で
す
。
地
元
要

望
も
十
分
聞
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
果
た
す
た
め
に
は
、
全

職
員
が
公
文
書
の
重
要
性

を
認
識
し
、
正
確
な
作
成

と
適
正
な
保
管
を
行
い
ま

す
。
市
政
に
関
す
る
情
報

を
積
極
的
に
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

の
市
政
に
対
す
る
理
解
を

促
進
し
、
信
頼
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
家
庭
内
感
染

の
注
意
喚
起
に
手
指
消

毒
剤
を
配
付
で
き
な
い

か
。

流
水
で
石
鹸
手
洗

い
す
る
事
が
一
番

効
果
が
あ
る
対
策
で
す
。

今
後
も
地
道
に
広
報
啓

発
を
通
じ
、
正
し
い
情

報
を
伝
え
ま
す
。

前
期
4
年
間
に
議
会

か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
遵
守
を
求
め
る
決

議
が
数
回
議
決
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
浸
透
し
て
い

な
い
。
信
頼
さ
れ
る
市
政

運
営
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
徹
底
に
つ
き
ま
し

て
は
、
職
員
が
自
由
に
意

見
を
言
え
る
職
場
風
土
、

ま
た
、
職
員
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
ま

す
。
特
に
、
内
部
統
制
の

実
践
行
動
に
「
説
明
責
任
」

市
長
の
選
挙
公
約
の

「
ゴ
ミ
袋
代
金
を
半

額
」
の
実
現
は
い
つ
か
ら

か
。

丹
波
市
で
は
ゴ
ミ
の

量
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
燃
や
す
ゴ

ミ
の
減
量
化
を
は
か
ら
な

い
と
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
受
け
入
れ
に
支
障
が
で

ま
す
。
ゴ
ミ
袋
料
金
半
額

は
、
市
民
ぐ
る
み
で
ゴ
ミ

減
量
化
に
取
り
組
む
中

で
、
実
現
を
は
か
り
ま
す
。 

答 問

答

問
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
取
組
み
は

ゴ
ミ
袋
代
金
を
半
額
に

答

答

市
民
ぐ
る
み
で
ゴ
ミ
減
量
化
に
取
り
組
む
中

で
、
実
現
を
は
か
り
ま
す
。

公
文
書
の
正
確
な
作
成
と
適
正
な
保
管
、
市

政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
ま
す
。

答

奥
おくむら

村正
まさゆき

行議員

昨年９月に改定されたコ
ンプライアンス基本方針

ゴミを減らそう

問

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

今回は

15人の議員が
一般質問を行い

ました！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

大
西
ひ
ろ
美

太
田
喜
一
郎

小
橋
昭
彦

須
原
弥
生

吉
積
　
毅

谷
水
雄
一

近
藤
憲
生

前
川
進
介

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

問答

議
案
の
審
議
結
果

議　　　案　　 結　果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

足
立
嘉
正

酒
井
浩
二

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
進
介

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

小
橋
昭
彦

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

藤
原　

悟

条例改正 障害者総合支援条例 原案可決 16 3 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

補正予算

一般会計（10 号） 否決 9 9 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ 欠 ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ 議

長

裁

決水道事業会計（２号） 否決 9 9 ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ 欠 ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝

※○は賛成、●は反対、退は退席、欠は欠席。 は賛成・反対討論を行った議員。
※議長は特別多数議決を除き採決には加わりません。賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

全員賛成で可決した議案

■議案の審議結果

議　　　案　
予
算 一般会計（12 号）

１月臨時会

議　　案

令
和
２
年
度
補
正
予
算

一般会計（８号）

一般会計（９号）

国民健康保険特別会計事業勘定（３号）

国民健康保険特別会計直診勘定（３号）

介護保険特別会計保険事業勘定（３号）

訪問看護ステーション特別会計（２号）

看護専門学校特別会計（３号）

一般会計（11 号）

条
例
制
定

石生駅西口連絡通路条例

氷上回廊水分れフィールドミュージアム条

例（※撤回後、再提案を受けて可決）

条
例
改
正

スポーツ施設条例及び市民プール条例

地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の基盤強化のための固定資産税の課税

免除に関する条例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例

国民健康保険税条例

市島有機センター条例

丹波悠遊の森条例

薬草薬樹公園条例

人
事
案
件

監査委員の選任…竹村安彦氏（青垣町惣

持）、垣内廣明氏（山南町池谷）

丹波市・一部事務組合公平委員会委員の選任

常石壽栄治氏（市島町中竹田）、足立巧氏（青

垣町小倉）、大森友子氏（丹波篠山市）

教育委員の任命…横山真弓氏（青垣町口塩久）

12 月定例会

議　　　案　

指
定
管
理
者
の
指
定

市斎場

障害者地域活動支援センター

とれとれ市農産物直売施設ひかみ四季菜館

道の駅あおがき直販加工施設

道の駅丹波おばあちゃんの里

丹波悠遊の森

ウッディプラザ山の駅

今出川親水公園、大杉ダム自然公園、

石生第１公園、石生第２公園、西中東

公園、西中西公園、西中南公園、西中

北東公園、西中北西公園

契
約
締
結

柏原・氷上学校給食センター厨房機器

購入

規
約
変
更

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織

する地方公共団体の数の増減及び規約

そ
の
他

山南農業者等体育施設の廃止

山南中央公園の廃止

山南Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの廃止

意
見
書

激甚化する自然災害への対応と地域の

安全・安心を確保するための社会資本

整備の更なる推進を求める意見書

決
議

指定管理者制度の適正運用に関する決

議※ 18㌻に全文を掲載
発
議 広報広聴委員会の設置

可決
全員賛成で

12 月定例会

問答

審議結果

全文はこちらでご確認ください ⇒

賛否が分かれた議案と審議結果 
議　　　案　　 結　果

賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

大
嶋
恵
子

吉
積　

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

谷
水
雄
一

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
豊
市

条例改正 職員の給与に関する条例 原案可決 15 ３ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ‐

（11 月臨時会）

（12 月定例会）

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

の
直
行
便
に
利
用
で
き
な

い
か
。
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＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

 

の
、
特
に
男
性
職
員
の
育

児
休
業
取
得
者
の
増
加
や

取
得
率
の
向
上
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
職
員
の
意
識

改
革
と
働
き
方
改
革
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
私

自
身
子
育
て
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら

仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
す

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
、

私
（
市
長
）
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

も
「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
と

い
え
る
財
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

丹
波
市
の
子
育
て
支
援
は

高
校
3
年
生
ま
で
医

療
費
無
料
化
に
す
る

と
ど
う
か
。

高
校
3
年
生
ま
で

無
料
化
の
場
合
、
年

間
新
た
に
約
４
３
０
０
万

円
の
給
付
費
が
必
要
で

す
。
市
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
医
療
費
無
料
化
が
適

当
か
研
究
し
ま
す
。

ち
ー
た
ん
の
館
の
拡
張
は

丹
波
竜
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
（
仮
称
）

は
ど
う
な
る
の
か
。

今
回
の
事
業
中
止

を
契
機
に
今
一
度

検
証
し
丹
波
竜
化
石
工
房

の
在
り
方
を
整
理
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
自
主
財
源
で
あ
る

市
税
の
減
少
や
人
口
減
少

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減

額
が
想
定
さ
れ
る
中
、
今

後
の
財
政
運
営
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
財
政
運
営
と
し
て

は
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま

す
。「
子
ど
も
た
ち
に
帰
っ

て
こ
い
よ
と
言
え
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
丹
波
市
を
支

え
る
世
代
に
、
大
き
な
負

担
を
残
さ
ず
、
財
政
的
に

環
境
問
題
に
つ
い
て

は
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
の
「
第
２
次
環
境

基
本
計
画
」
が
令
和

３
年
度
に
中
間
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
現
状
を
反

映
し
た
改
定
に
取
り
組
み

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
国
連

が
提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ

ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）
等
を
踏

ま
え
、「
地
域
循
環
共
生
圏
」

の
考
え
方
や
二
〇
五
〇
年

脱
炭
素
化
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
対
応
し
た
新
生
活

様
式
へ
の
転
換
等
、
市
民

が
総
が
か
り
で
取
り
組
め

る
計
画
に
改
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
観

を
示
し
て
ほ
し
い
。

障
が
い
の
あ
る
子
も

な
い
子
も
一
緒
に
遊

べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
を
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

誰
も
が
住
み
よ
い
地

域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

私
（
市
長
）
自
身
が
研
究

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
政
策

会
議
の
中
で
共
通
認
識
を

持
ち
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
を
！

部
下
や
同
僚
の
育
児

や
介
護
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
に

配
慮
、
理
解
の
あ
る
上
司

で
あ
る
「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」

を
し
、
働
き
方
改
革
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

男
女
を
問
わ
ず
、
制

度
は
整
っ
た
も
の

答 問答

問

問

生
物
多
様
性
の
保

全

に

つ

い

て

は
、

ま
ず
ク
マ
タ
カ
、
シ
ロ

シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
、
ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ
ウ
等
の
希
少
生
物

の
分
布
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
希
少
生
物
を
中
心
と

し
た
「
丹
波
市
生
物
多
様

性
戦
略
」
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。
こ
の
策
定
に

よ
り
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
様
と
と
も
に
、
環
境
負

荷
の
低
減
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
に
率
先

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

特
別
交
付
税
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は

 

誰
も
が
遊
べ
る
公
園
を
進
め
よ
う
！

答

答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
で
最
も
重
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
等
を
要
望
す
る
。

答

答

奥
おくむら

村正
まさゆき

行議員

吉
よしづみ

積　毅
つよし

議員

財政収支見通し／令
和 4 年 度 か ら 赤 字
に転落

インクルーシブ公園　砧公園
HP より

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

問

答

問

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

太
お お た き い ち ろ う

田喜一郎  議員

問答

■一般質問

総
合
計
画
の
旧
6
町

ご
と
の
魅
力
づ
く
り

は
ど
う
考
え
る
の
か
。

各
地
域
の
資
源
を
活

か
し
た
魅
力
づ
く
り

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
市
島
・
青
垣
・
山
南

地
域
は
来
年
度
か
ら
検
討

を
順
次
始
め
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
青
垣
廃
校

利
活
用
や
山
南
の

恐
竜
の
ま
ち
づ
く
り
等
、

地
域
課
題
の
協
議
の
場
が

で
き
な
い
か
。

地
域
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
課
題
に
つ

い
て
は
市
と
し
て
積
極
的

に
お
聞
き
し
ま
す
。

国
道
４
２
９
号
と

市
道
小
和
田
平
野

線
は
。令

和
元
年
度
よ
り

道
路
予
備
設
計
業
務
を
進

め
て
お
り
開
通
時
の
交
通

安
全
対
策
を
検
討
し
ま

す
。

急
傾
斜
地
減
災
対

策
は
。

県
・
市
・
地
元
の
協
議

成
立
か
ら
事
業
を

行
い
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

市
民
の
声
や
子
育

て
公
園
施
策
は
。

都
市
・
自
然
環
境

を
活
か
し
た
公
園

整
備
方
針
を
策
定
し
、
重

点
的
な
公
園
を
令
和
6
年

ま
で
に
整
備
検
討
し
ま

す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を

政
策
課
題
の
考
え
方
は

第
2
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
踏
ま

え
取
り
組
み
ま
す
。

答

ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
感
染
防
止
策
が
重
要
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

２
回
目
の
コ
ロ
ナ
感

染
症
「
緊
急
事
態

宣
言
」
下
で
あ
る
が
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
る
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
や
雇
用
維
持
、

事
業
継
続
支
援
、
生
活
困

窮
者
等
へ
の
必
要
な
支
援
、

相
談
窓
口
な
ど
市
独
自
で

充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

施
設
や
医
療
機
関
等

の
ク
ラ
ス
タ
ー
防

止
の
十
分
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

り
、
現
時
点
で
一
斉
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
雇
用
や
事
業
継
続
は
、

引
き
続
き
状
況
を
見
極
め
、

支
援
策
を
講
じ
ま
す
。
さ

ら
に
生
活
保
護
や
生
活
福

祉
資
金
な
ど
特
例
措
置
の

積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か

け
ま
す
。
総
合
相
談
窓
口

県 立 丹 波 医 療 セ ン
ター

答 問

太
お お た

田　一
いっせい

誠 議員

答

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
問
題
と
「
庁

舎
建
設
基
金
」
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
、公
約
ど
お
り
「
凍

結
」
か
、
ま
た
「
庁
舎
建

設
基
金
」
の
考
え
方
は
。

新
庁
舎
建
設
は
、「
凍

結
」
す
る
考
え
で
す
。

「
庁
舎
建
設
基
金
」
は
、
今

後
、
支
所
や
庁
舎
等
公
共

施
設
全
体
の
長
期
的
保
全

を
計
画
的
に
実
施
す
る
な

ど
将
来
の
財
政
負
担
を
平

準
化
す
る
財
源
と
し
て
慎

重
に
検
討
し
ま
す
。

移
動
困
難
者
が
利
用
出
来
る
交
通
体
系
は

市
民
目
線
で
再
点
検
を
行
い
、
よ
り
利
便
性

を
高
め
る
手
法
を
考
え
ま
す
。

答問

利
用
し
や
す
い
快
適

な
公
共
交
通
体
系
の

構
築
と
は
、
ど
こ
ま
で
求

め
る
の
か
。
ま
た
、
一
定

以
上
の
所
得
の
あ
る
移
動

困
難
者
へ
の
対
応
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

生
活
交
通
で
あ
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
早
期
に
乗
継

利
用
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
地
域
境
の
乗
継

ポ
イ
ン
ト
設
置
や
、
木
曜

日
運
行
の
社
会
実
験
の
実

施
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
課
題
と
し
て
、
公

共
交
通
と
福
祉
交
通
と
の

隙
間
改
善
を
検
討
し
ま
す
。

機
能
的
な
森
林
造
成
に

つ
い
て森

林
環
境
譲
与
税
を

利
用
し
て
、
儲
か
る

答

山
に
す
る
施
策
に
す
る
為
、

林
道
等
の
道
を
拡
大
拡
張

で
き
な
い
か
。

森
林
整
備
を
行
う
上

で
、
作
業
道
な
ど
路

網
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
森
林
所
有
者

を
は
じ
め
、
地
元
自
治
会

な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
、

取
組
に
協
力
の
得
ら
れ
る

所
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
積
極
的
に
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
林
産

業
界
と
の
課
題
解
決
に
向

け
た
協
議
・
研
究
を
重
ね
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効

活
用
し
ま
す
。

答

問

近
こんどう

藤憲
の り お

生議員山
や ま な

名　隆
たかえい

衛 議員

答

問答

問

市内で行われているホトケ
ドジョウ調査

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

大
西
ひ
ろ
美

太
田
喜
一
郎

小
橋
昭
彦

須
原
弥
生

吉
積
　
毅

谷
水
雄
一

近
藤
憲
生

前
川
進
介

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

問

問答

答

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
環
境
基

本
計
画
の
改
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

カイ

　　　セツ　　

ＰＣＲ検査：検体から新型コロナウイルスの遺伝子を抽出し、感染しているか調べる検査
クラスター：集団感染

問

問答

問答答

今後の廃校政策は

儲かる山へ !!
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ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資

源
化
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
は
、

丹
波
市
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
民
誰
も

が
参
加
者
と
な
れ
る
施
策

を
実
行
し
、
市
民
総
が
か

り
で
行
動
に
移
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

市
民
誰
も
が
参
加
で

き
る
行
動
と
し
て
、

一
番
大
切
な
の
は
分
別
行

動
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

■一般質問

表
が
子
育
て
支
援
課
に
存

在
し
て
お
ら
ず
、
非
常
に

不
便
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
た
り
Ａ
４
一
枚
に

ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
対

応
は
で
き
な
い
か
。

認
可
外
保
育
施
設

は
兵
庫
県
の
認
可

で
あ
る
た
め
、
丹
波
市
が

そ
こ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
は
ど
う
か
と
思
い
、
手

掛
け
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
今
回
の
指
摘

を
受
け
て
、
丹
波
市
の
子

育
て
支
援
策
と
し
て
き
っ

ち
り
と
市
民
の
皆
さ
ん
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

現
状
の
「
異
動
希
望

申
告
書
」
に
は
異
動

の
動
機
で
は
な
く
理
由
が

問
わ
れ
て
い
る
が
、
動
機

を
問
う
た
方
が
職
員
の
や

る
気
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

現
在
の
制
度
で
は
全

職
員
の
希
望
を
叶
え

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

今
後
に
お
い
て
は
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
決

め
る
際
に
、
本
人
の
内
発

的
動
機
を
尊
重
し
、
働
き

が
い
が
生
ま
れ
仕
事
自
体

に
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
人
事
制
度

の
運
用
な
ど
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
の

連
絡
先
な
ど
の
一
覧

収
束
の
み
え
な
い
、

ま
た
、
緊
急
事
態
宣

言
が
再
発
令
さ
れ
た
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
市

民
と
の
対
話
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
参
集

や
密
接
を
避
け
市
民

に
寄
り
添
う
広
聴
事
業
と

し
て
、
広
報
た
ん
ば
一
月

号
で
「
広
報
・
広
聴
活
動

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、
今
後
の
広
聴

事
業
や
、
市
政
運
営
に
も

反
映
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
参
加
者

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

「
ズ
ー
ム
市
政
広
聴
会
」
の

実
施
な
ど
積
極
的
に
市
民

の
声
を
拝
聴
で
き
る
よ
う

に
様
々
な
方
法
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
と
の
対
話
や

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

幹
部
職
員
に
は
政

策
会
議
に
お
い
て

「
市
の
発
展
・
市
民
の
幸

福
」
の
た
め
、
議
論
を
重

ね
ま
す
。
若
手
職
員
と
は

希
望
す
る
職
員
と
の
「
ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な

ど
の
機
会
を
積
極
的
に
創

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答 問

問

ク
系
ご
み
袋
を
大
幅
に
値

下
げ
す
る
こ
と
で
分
別
行

動
の
促
進
す
る
実
験
を
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
を
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
ご
み
袋
」
で
排

出
す
る
正
し
い
分
別
行
動

へ
の
動
機
付
け
と
し
て
大

変
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資
源
化

の
向
上
な
ど
、
地
域
環
境

の
保
全
に
配
慮
し
た
有
効

な
方
策
を
検
討
す
る
う
え

で
、
分
別
区
分
の
見
直
し

や
新
た
な
計
画
収
集
な
ど

に
加
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

系
ご
み
袋
の
値
下
げ
に
つ

い
て
も
、
他
の
環
境
施
策

と
併
せ
て
総
合
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

職
員
の
動
機
を
尊
重
し
て
選
択
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
人
事
制
度
も
検
討
し
ま
す
。

市
民
と
は
ズ
ー
ム
広
聴
会
を
／
職
員
と
は
政
策

会
議
等
を
検
討
し
ま
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等

法
に
基
づ
く
母
体
保

護
の
通
知
は
雇
い
主
側
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
ご
本
人
に

だ
け
で
し
た
の
で
、

雇
い
主
側
に
も
通
知
す
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致
も
大
切
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

境
に
あ
る
今
あ
る
企
業
を

守
る
対
策
は
。

商
工
会
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
関
係
機
関

と
連
携
し
支
援
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
を
値
下
げ
す

る
た
め
の
財
源
は

ゴ
ミ
の
減
量
と
的
確

な
分
別
を
お
願
い
す

る
こ
と
で
、
経
費
等
を
削

減
し
ま
す
。

市
民
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
環
境
意
識
が

ゴ
ミ
袋
を
値
下
げ
す
る
こ

と
で
下
が
ら
な
い
か
。

「
環
境
意
識
の
高
い

市
民
意
識
の
醸
成
」

を
念
頭
に
、「
新
た
な
分

別
・
収
集
計
画
」
を
他
の

環
境
施
策
と
一
体
的
に
検

討
し
ま
す
。

い
つ
・
ど
こ
か
ら

着
手
す
る
予
定
か
。

令
和
3
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
以
上
に

ゴ
ミ
の
減
量
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
値
下
げ
に
つ

い
て
も
、
一
体
的
に
検
討

を
進
め
市
長
の
公
約
に
近

づ
く
よ
う
努
力
し
ま
す
。

異
動
の
際
は
職
員
の
動
機
を
参
考
に

市
民
・
職
員
と
の
対
話
を
ど
の
よ
う
に

丹
波
市
内
の
焼
却
ゴ
ミ
削
減
目
標
は
？

分
庁
舎
方
式
で
副
市
長
２
人
も
あ
る
の
か

入
所
保
留
児
童
対
策
の
現
状
は

部
局
間
を
超
え
た
横
断
的
委
員
会
を
開
催

し
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

答

統
合
庁
舎
建
設
の
凍
結
で
ま
さ
に
、
そ
の
考

え
で
進
ん
で
い
ま
す
。

答

焼
却
ゴ
ミ
1
／
６
削
減
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
山
南
分
も
受
入
れ
可
能
に
！

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答

答

問

所
信
表
明
に
あ
る「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に

向
け
て
」
に
あ
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
行
政
組
織

や
庁
舎
の
あ
り
方
を
見
つ

め
直
す
取
り
組
み
と
は
。

引
き
続
き
分
庁
舎
方

式
を
維
持
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
非
接
触

型
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
オ

ン
ラ
イ
ン
化
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
意
識
改
革
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

望
ま
し
い
か
を
基
本
に
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

丹
波
市
の
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
次

の
３
点
で
進
め
て

デ
ジ
タ
ル
化
で
つ
く
る
新
し
い

行
政
の
形

答 問答 問問

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一 議員

答

吉
よしづみ

積　 毅
つよし

  議員

丹波市クリーンセンター

問

い
き
ま
す
。
①
「
行
か
な

い
、
待
た
な
い
、
書
か
な

い　

市
民
サ
ー
ビ
ス
」
②

「
産
業
の
活
性
化
、
地
域
課

題
の
解
決
、
ま
ち
づ
く
り
」

③
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
と
で
も　

行
政
運

営
」。
ま
た
統
合
庁
舎
凍
結

に
伴
う
不
便
さ
や
不
具
合

を
解
消
す
べ
く
推
進
し
ま

す
。
た
だ
し
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
十
分
配
慮
し

４
年
間
で
慎
重
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

答

問

答

■一般質問

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
と
命
を
守
る
対
策
は

事
業
者
を
財
政
等
で
支
え
ま
す
。
相
談
窓
口

強
化
で
自
殺
を
予
防
し
ま
す
。

答問

コ
ロ
ナ
感
染
が
長
期

化
す
る
な
か
、
経
済

の
活
性
化
と
維
持
の
た
め

の
相
談
、
支
援
対
策
を
。

ま
た
国
の
自
殺
増
加
傾
向

を
受
け
市
で
も
相
談
支
援

の
強
化
を
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
経
営
相
談
窓

口
」
を
引
き
続
き
開
設
し
、

資
金
繰
り
や
経
営
相
談
を

金
融
機
関
や
Ｂ
ｉ
ｚ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ば
、
商

工
会
へ
繋
ぎ
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
補
助
金
の

支
援
に
加
え
ア
ド
バ
イ
ス

や
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
支
援

を
し
て
参
り
ま
す
。
自
殺

防
止
に
つ
い
て
は
相
談
窓

口
の
紹
介
カ
ー
ド
を
理
美

容
業
や
斎
場
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
健
診
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
、
予
防
を
強
化
し

ごみの分別にご協力を！

答

て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を

ご
み
袋
の
値
下
げ

は
、
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
む
な
か
で
慎
重
に

す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

増
加
し
て
い
る
燃
や

す
ご
み
の
減
量
の
た

め
に
、
資
源
化
で
き
る
ご

み
が
燃
や
す
ご
み
と
し
て

排
出
さ
れ
な
い
よ
う
な
施

策
を
考
え
ま
す
。
ご
み
袋

の
値
下
げ
は
、
ご
み
の
減

量
の
進
捗
や
、
他
の
環
境

政
策
と
一
体
的
に
慎
重
に

す
す
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

近
こんどう

藤憲
の り お

生議員

子育て支援課の窓口
で渡された認可外保
育施設のリスト

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生 議員近
こんどう

藤　憲
の り お

生 議員

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介 議員

問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策 議員

答

問

答

問

オンラインを利用した懇談会

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

大
西
ひ
ろ
美

太
田
喜
一
郎

小
橋
昭
彦

須
原
弥
生

吉
積
　
毅

谷
水
雄
一

近
藤
憲
生

前
川
進
介

小
川
庄
策

広
田
ま
ゆ
み

問答

答

答

丹波市のゴミ袋

問

問

たんばりんぐ　　　2021.2　64号17 たんばりんぐ　　　2021.2　64号 16



私
た
ち
20
人
の

抱
負

市
議
会
構
成

ギ
ロ
ン
の
論
点

ど
う
だ
っ
た
！？

２
万
円
商
品
券

賛
成
‼
反
対
‼

討
論
要
旨

賛
成
‼
反
対
‼

討
論
要
旨

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

囲
碁
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
の
Ｐ
Ｒ
を
！

発
祥
の
地
と
し
て
丹
波
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

起
爆
剤
と
す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
。

答問

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
オ
ー

プ
ン
競
技
に
選
定
さ
れ
て

い
る
囲
碁
ボ
ー
ル
を
Ｐ
Ｒ

し
、
丹
波
市
の
起
爆
剤
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何

か
。
そ
の
為
に
立
て
看
板

や
横
断
幕
な
ど
の
考
え
は
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
大
会
の
開
催
を
機

に
、
囲
碁
ボ
ー
ル
の
体
験

や
チ
ラ
シ
・
グ
ッ
ズ
の
配

布
、
横
断
幕
の
掲
出
な
ど

に
よ
り
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
市
の
魅
力
を
発

信
し
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

観
光
交
流
の
起
爆
剤
と石見神社　石造の大碁盤

答

す
べ
く
取
り
組
み
ま
す
。

参
加
者
を
関
係
人

口
に
す
る
取
り
組

み
は
。観

光
や
農
業
、
田

舎

暮

ら

し

な

ど
、

各
々
の
部
局
が
連
携
し
た

情
報
発
信
に
取
り
組
む
、

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参

加
を
継
続
的
に
呼
び
か
け

る
な
ど
、
丹
波
市
に
何
度

も
来
て
頂
け
る
仕
掛
け
を

検
討
し
ま
す
。

健
康
寿
命
日
本
一
の
た

め
に

勤
労
層
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。

事
業
所
や
地
域
で

の

健

康

教

室

等
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

答 問

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

問答

市議会に関するつぶやきを川柳に…

市議会
つぶやき
川柳

読モ

アイデア☆

今　月　の　一　句

傍ぼ
う
ち
ょ
う
聴
へ　

託た
く

し
た
願ね
が

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叶か
な

う
朝あ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
氷
上
地
域
男
性
）

選せ
ん
き
ょ
お

挙
終
え　

心し

ん
き
い
っ
て
ん

機
一
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民た
み

の
た
め

ご
当
選
各
位
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
野
雄
一
郎
（
氷
上
地
域
80
代
）

建た
て
ま
え前

と　

本ほ

ん

ね音
が
交ま

ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委い
い
ん
か
い

員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
氷
上
地
域
男
性
）

　平成 30 年１月（№ 52 号）から

はじまった「市議会つぶやき川柳」

のコーナーを今月号をもちまして、

終えることとなりました。これまで

に市民の皆さまからたくさんの川柳

をお寄せいただきありがとうござい

ました。

　次回以降に新たな企画を計画中で

ございます。今後ともよろしくお願

いいたします。

つぶやき川柳コーナー
終了のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土

2/21 22 23 24

本会議

議案提案

9：30～

25 26 27

28 3/1 2

本会議

議案質疑

委員会付託

9：30～

3
総務文教

9：30～

4
民生産建

9：30～

5
予算決算

（補正予算）

13:30～

6

7 8
常任委員

会予備日

9

本会議

採決（当初

予算以外）

9：30～

10

本会議

一般質問

（代表・個人）

9：00～

11

本会議

一般質問

（個人）

9：00～

12

本会議

一般質問

（個人）

9：00～

13

14 15
予算決算

当初予算：

総務文教所管

9:30～

16 17
予算決算

当初予算：

総務文教所管

13:30～

18
予算決算

当初予算：

民生産建所管

9：30～

19
予算決算

当初予算：

民生産建所管

9：30～

20

21 22
予算決算

当初予算：

予備日

13：30～

23
予算決算

当初予算：

課題整理

13：30～

24
予算決算

当初予算：

総括質疑

9：30～

25 26
本会議

当初予算：

採決

9：30～

27

３ 月定例会の日程

＊上記の日程は変更になる場合があります。

最新の情報はホームページなどでご確認ください。

傍聴者からのご意見を紹介します☆

　

こ
の
決
議
は
、
料
金
改
定
の
条

例
改
正
と
指
定
管
理
者
の
選
定
が

同
時
に
提
案
さ
れ
こ
と
を
問
題
視

し
て
行
い
ま
し
た
。
本
来
、
料
金

改
定
の
条
例
を
可
決
し
、
適
切
な

指
定
管
理
料
を
定
め
た
後
で
、
指

定
管
理
者
の
選
定
を
公
募
等
で
行

う
べ
き
で
す
。
市
当
局
に
議
会
の

意
思
を
示
し
ま
し
た
。

指定管理者制度の適正運用に関する決議会派名 人数 交付上限額 支出合計

所属議員 使途

日本共産党
議員団

2 40,000 40,000

西本　嘉宏
西脇　秀隆

広報費　40,000 円

公　明　党 2 40,000 0

藤原　 悟
須原　弥生

－

丹波クラブ 2 40,000 0 

奥村　正行
前川　豊市

－

新風クラブ 3 60,000 0

太田　一誠
垣内　廣明
太田喜一郎

－

丹新会 ５ 100,000 0

小橋　昭彦
大嶋　恵子
吉積　 毅
広田まゆみ
谷水　雄一

－

創生会 ４ 80,000 0

近藤　憲生
渡辺　秀幸
大西ひろ美
山名　隆衛

－

無会派 1 20,000 0

小川　庄策 －

無会派 1 20,000 0

林 　時彦 －

　　　 （単位：円）政務活動費

※令和２年度改選までの政務活動費の執行状
況です。なお、一人当たり９万円のうち７万
円は、「コロナ基金」へ積み立てました。

・議会は審議を急ぎすぎている。もっとゆっくり

諮るべき。

・議員は自分の地元の問題のみを取上げるのはど

うか。もっと丹波市全体を見据えた将来の丹波

市を考えて質問されたい。

・市長、議会、議員一体となって良き丹波市にな

るよう、努力していただきたい。市長の力量が

試される。

・議会の目的は丹波市をよくすること。問題点、

課題点などをよく精査し、より良くするために

どうすべきか、お互いに真剣に議論する場にな

ればいい。

←

議
場
の
傍
聴
席
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商工会青年部山南支部のみなさん

　

令
和
３
年
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
年
が
希
望
に
満
ち
た

明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
第
５
期
市
議
会
の
各

委
員
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
議
会
報
「
た
ん
ば

り
ん
ぐ
」
の
編
集
は
、
私
た
ち

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
が
全
力

で
担
当
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

皆
様
に
手
に
取
っ
て
頂
き
、
議

会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
忌き

た

ん憚
の
な

い
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

藤
原　

  

悟

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

広
田
ま
ゆ
み

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

西
脇　

秀
隆

委　
　

員　
　
　

谷
水　

雄
一

委　
　

員　
　
　

太
田　

一
誠

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

あ 

と 

が 

き

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

※写真撮影のため屋外でマスクを外しています。

どんぐり食堂のみなさん

ココ
丹波市と

に期待しています！市議会の ～調理中の様子～

学校、地域、事業

所と子ども食堂が

うまく連携できる

仕組みづくりをし

てほしい。

私たちの活動の

情報を必要とし

ている人に届け

るサポートをし

　てほしい。
人と人がつな

がって市民活動

が広がることを

期待します☆

補助金のメニューが

古いままで時代に合っ

ていないので、時代に

合った補助メニューに

刷新してほしい。

補助金メニュー

は当局で検討す

る段階で青年部

にも相談にきて

　　ほしい。

コロナの影響で

本当にキツいダ

メージを受けた

業界に手厚い支

援を！


